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INTRASCROTAL SCLEROSING  LIPOGRANULOMA  : 
           A CASE REPORT
 Aiichiro IWAKAWA and Katsuhiko HAMANO 
From the Department of Urology, National Beppu Hospital
   We report a case of genital sclerosing lipogranuloma, which lacks any causative agents or 
episode of genital trauma. The patient was a single male of 27 years old. Open biopsy revealed it 
lipogranuloma with no evidence of malignancy. Cut surface of the removed mass was solid 
and greyish white. The histopathological diagnosis was sclerosing lipogranuloma. The remnant 
of the mass disappeared after the treatment with an anti-inflammatory agent. No recurrence has 
occurred for 1 year and 10 months. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 357-359, 1989) 
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緒 言
陰部 に発 生 す るsclerosinglipogranulomaは,
稀 な もので あ るが,わ れ わ れ は,外 傷 あ るい は異 物 注
入 な ど の既 往 な く陰 嚢 内 に発 生 し,特 異 な 形状 を 呈 し
たsclerosinglipogranulomaの1例を 経 験 し た の





































病理組織学的所見:腫 瘤割面 は帯黄白色調,充 実
性,弾 性硬であった.顕 徴鏡的には,Fig.3のごと
く,脂肪壊死の周囲に多数の多核巨細胞,リ ンパ球,


















sclerosinglipogranulomaの診 断 で あ った.こ の所
見 は,生 検 所 見 とほ ぼ 同様 で あ った.
術 後 経 過=術 後,消 炎 鎮 痛 剤を2週 間投 与 した.術
後4ヵ 月経 過 して再 来 した とき,取 り残 した腫 瘤 は 消
失 して い た.約1年 工0ヵ月 後 の現 在,再 発 は認 め られ
考 察
種 々の外 傷 後 に,皮 下 脂 肪 織 に発 生す る 肉芽 腫 性反
応 に 対 し,1950年,Smetanaら】)によ りsclerosing
lipogranulomaの名 称 が 提 唱 さ れ,陰 部 腫 瘤9症 例
を報 告 して い る.1977年Oerte1ら2)は,Smetanaら
の9例 を含 む23例 の陰 部sclerosinglipogranuloma
の うち21例の 腫 瘤 内 にparaffinを検 出 した と して,
原因 は 外 因 性 油 脂 に よる と した.自 験 例 で は 局所 の外
傷 や 異 物 注 入 の 既 往 は な く,原 因 は 明 らか で は なか っ
た.こ の よ うに,明 らか な外 因性 原 因 が な く,男 性 陰
部 に 発 生 し,組 織学 的 所見 お よび 臨 床 像 か ら本症 と考
Tablel.SclerosinglipogranulomasinJapanexcludingforeignbodygranulomas






































































非 特 異 性 炎 症 性 肉 芽 腫
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は消炎 剤投与 で消失 してお り,今 後はsclerosing
lipogranulomaの診断がつけば,手 術をせずに消炎
剤投与のみで経過をみるのも一方法と考えられる.










外傷 あ るい は 異 物 注 入 な どの特 別 な原 因 な く陰 嚢 内
に 発 生 したsclcrosinglipogranulomaの1例を報
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